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森林のサイクル

植える

育てる使う（伐る）

（森林資源の循環利用）
※京都府産木材の利用は、「植える→育てる→使う（伐る）→植える」という
　サイクルを維持し、森林の多面的機能を発揮させ、山元に収益を還元する
　ことで地域の活性化につながります。

CO2

O2

下刈り

間　伐

収　穫

植　林

●公共建築物
●住宅・一般建築物
●木製品
●間伐材を使った紙製品
●木質バイオマス　
　　　　　　etc…

 まゆまろ 2958019〇京都府Ｃ

京都府森林計画区図（令和７年 4月 1日現在）

15万7807ha

18万4390ha

46 万 1209ha

注１　令和 7年 4月 1日現在
　２　（　）は森林率
　資料：林業振興課森林政策・流通係

34万 2197ha（74.2％）

Ⅰ　森林の現況

資料：林業振興課森林政策・流通係

淀川上流

由良川

宅地・農地等京都府総土地面積

森 林 面 積

地域森林計画対象森林の森林計画区別人工林・天然林等別面積構成（令和７年４月１日現在）

淀川上流森林計画（令和 4年度計画樹立）

由良川森林計画（令和 7年度計画樹立）

京　都　府　　　総　計

注１　人工林率は、地域森林計画対象森林における人工林面積を地域森林計画対象森林（対象外及び適用除外森林を除く）面積で除している。
　２　（　　）は、構成率
　３　森林率は、「国有林」及び地域森林計画対象森林の「対象外及び適用除外森林」を含む全ての「森林面積」を「総土地面積」で除している。
資料：林業振興課森林政策・流通係

人工林
（38.4%)

人工林
（37.5%)

人工林
（37.9%)

天然林等

天然林等

天然林等

154,162ha（森林率 71.0%）

179,437ha（森林率 77.2%）

333,600ha（森林率 74.2%）

1

○　京都府の森林面積は 34 万 2197ha で、総土地面積に占める森林の割合は 74.2％と全国の
66.4％を上回っています。
○　このうち国有林を除く民有林の割合は 97.9％と、全国の 69.4% に比べ、民有林の割合がか
なり高くなっています。
○　京都府内の森林計画区は 2 つに分かれており、淀川上流森林計画区は 10 市７町１村で面積
15万 7807ha で、由良川森林計画区は 5市 3町で面積は 18万 4390ha です。
○　民有林面積 33万 4877ha のうち地域森林計画対象森林面積 33万 3599ha です。
○　地域森林計画対象森林面積のうち淀川上流森林計画区の面積は 15 万 4162ha で、由良川森
林計画区は 17万 9437ha です。
○　地域森林計画対象森林面積のうち人工林は 12 万 6452ha で、地域森林計画対象森林全体の
37.9％となっています。
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Ⅴ　令和７年度における主要施策

1　国産木材の魅力発信拠点MO CTIO N（東京都新宿区）
2　未来会議 森林の公益的機能に関する講義（南丹市　ハピろー！の森）
3　府有林事業地（南丹市）
4　木製治山ダム（福知山市）
5　府内産木材による木質化（舞鶴市　舞鶴聖母幼稚園のエントランス図書コーナー）

令和８年３月発行

京都府の森林・林業の現状
（令和７年版）

17

林業振興課

京都府では、森林の整備・保全や木材の利活用などを着実に進めるとともに、府民や企業等
が連携して様々な形で森林づくりを進める府民協働の取組を展開し、水源の涵養、災害の防止
や地球温暖化防止などの様々な公益的機能を発揮する豊かな森林を守り育んでいます。

■ 林業の成長産業化に向けた施策の展開

○効率的な林業経営の推進による素材生産力の強化
・森林経営管理制度による施業の集約化と併せ、路網整備や高性能林業機械等の導入を進めるとともに、
事業者の連携・協業によって、低コストでの森林整備を推進し、木材生産の拡大に取り組む民間事業体
を支援

○木材の利用拡大の推進
・今後の素材生産量の拡大に対応するため、府内の木材加工流通体制を充実
・府が行う土木事業や公共建築物の整備において府内産木材を率先利用
・府内産木材を使用した住宅や商業施設・福祉施設等の木造化・木質化を支援
・川上～川下の連携による府内産木材の需給体制の構築に向けた取組を支援（サプライチェーン）
・｢未来につなぐ京の木府民会議」による啓発活動、「建築技術講習会」での技術者の育成を通じ、府内
産木材が積極的に利用される気運を醸成

○市町村における森林経営管理制度の取組の推進
・「（一財）京都森林経営管理サポートセンター」による相談対応や技術的なサポート
・市町村職員を対象とした、森林・林業の専門的な知識・技術に関する研修を実施
・意向調査や森林集積等の取組が円滑に実施できるよう、「森林集積推進員」による地域の森林組合・民
間の林業事業体の連携体制の構築や森林経営計画の作成を支援
・森林組合、林業事業体、市町村等からなる協議会が行う、地域で集約化を進める取組に対する支援

■ 災害の未然防止・減災対策

○集中豪雨や地震などによる災害に対し、ハード・ソフト一体となった、未然防止・減災対策
・山地災害からの復旧や今後の豪雨等による二次被害からの未然防止を図るため、危険木の除去や簡易防
災施設の設置等を実施
・市町村と京都府が連携し、地域住民による流木災害等を未然に防止する取組や、地域の防災意識を高め
る活動を支援・京都府森林の適正な管理に関する条例に基づく、森林所有者による積極的な取組を支援

■ 森林機能の発揮による安心・安全な地域基盤の創造

○｢京都府豊かな緑を守る条例」及び「京都府林地開発行為の手続に関する条例」により不適切な開発を防
止し府民生活の安全を確保

○保安林制度に対する理解を深めてもらうため、森林所有者や地域住民に対して説明会を開催するととも
に、保安林の適切な配備と管理を推進

■ 森林・林業の担い手の確保・育成対策

○森林・林業の担い手を確保・育成するための取組を推進
・令和７年４月設置の「京都府人材確保育成センター」において、担い手の誘導から事業体の経営発展ま
でをトータルマネジメントし、農林水産業を横断的に効果的な人材確保・育成施策を展開
・時代のニーズに応じた担い手を育成するため、林業大学校では高性能林業機械の操作をはじめ、ドロー
ン操縦や特殊伐採に対応できるカリキュラムを実施
・林業事業体の経営力の強化等を図るため、林業事業体を対象とした経営セミナーや労働安全研修会を開
催するとともに、「京都府木材生産業者等連絡協議会」の活動を支援

京都府の森林・林業・木材産業に関する最新の行政情報を広く
府民に発信するため、ホームページ「きょうと森の通信局」を
開設していますのでご利用ください。

ホームページアドレス
https://www.pref.kyoto.jp/forest/index.html

表紙【写真
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所有形態別森林面積及び蓄積（令和７年 4 月 1 日現在）

地域森林計画対象森林種別・樹種別面積及び蓄積（令和７年 4 月 1 日現在）（単位：％）

民有林
33万4877ha (97.9%)

地域森林計画対象森林
33万3600ha (97.5%)

地域森林計画対象森林
8079万6960m3 (98.3%)

民有林
8102万2087m3 (98.6%)

対象外及び適用除外
1277ha (0.4%)

国有林 7321ha (2.1%)

国有林 118万079m3 (1.4%)

対象外及び適用除外
22万5127m3 (0.3%)

34万2198ha
京都府

8202万2879m3

注　その他とは、竹林、伐採跡地、特用樹林、未立木地、更新困難地である。
資料：林業振興課森林政策・流通係

資料：林業振興課森林政策・流通係

2 3

○　地域森林計画対象森林の樹種別面積割合は、スギが 19.5％、ヒノキが 17.0％、マツ類が
19.9％、広葉樹が 40.1％となっています。

○　地域森林計画対象森林の蓄積量の総数は 8,080 万ｍ3 で、そのうち人工林が 4,166 万ｍ3 となっ
ており、全体で毎年 45 万ｍ3、人工林で 32 万ｍ3 近く増加しています。

○　民有林の齢級別構成は、人工林では、13 ～ 14 齢級（61 ～ 70 年生）をピークに、10 齢級（46 年生）
以上の利用期に達した面積は 82％で、人工林の活用と再造林により資源の循環利用を進めていくこと
が課題となっています。

○　下刈り、雪起こし、枝打ちや間伐などの手入れが必要とされる 7 齢級（35 年生）以下の人工林は
7％となっています。

〈面 積〉

注　齢級とは、１年生から５年生までを１齢級、６年生から10年生までを２齢級、以下同様に５年生ごとの
　まとまりを単位とする林齢の表し方である。

資料：林業振興課森林政策・流通係

面　積面　積
33万3600ha33万3600ha

広葉樹
40.1

広葉樹
40.1

広葉樹
40.0

広葉樹
40.0

マツ類
19.9

マツ類
19.9

マツ類
17.4

マツ類
17.4

その他針葉樹
0.0　

その他針葉樹
0.0　

マツ 2.4マツ 2.4

針葉樹
19.0

針葉樹
19.0

広葉樹 0.1広葉樹 0.1

針葉樹 37.8針葉樹 37.8

人工林 37.9人工林 37.9

ヒノキ
17.0

ヒノキ
17.0

ヒノキ
16.7

ヒノキ
16.7

スギ
18.6
スギ
18.6

スギ
19.5
スギ
19.5

針葉樹 56.7針葉樹 56.7

その他針葉樹 0.3その他針葉樹 0.3

その他 3.2その他 3.2

その他 3.2その他 3.2

天然林 59.0天然林 59.0

スギ 0.9　ヒノキ0.3
その他針葉樹 0.3
スギ 0.9　ヒノキ0.3
その他針葉樹 0.3

蓄　積蓄　積
8079万6960m38079万6960m3

ヒノキ
18.1

ヒノキ
18.1

スギ
32.7
スギ
32.7

針葉樹 74.0針葉樹 74.0

人工林 51.6人工林 51.6

針葉樹 51.5針葉樹 51.5

その他針葉樹 0.4その他針葉樹 0.4

天然林 48.4天然林 48.4

広葉樹 0.0広葉樹 0.0その他針葉樹
0.0

その他針葉樹
0.0

スギ 1.6  ヒノキ 0.4
その他針葉樹 0.4
スギ 1.6  ヒノキ 0.4
その他針葉樹 0.4

マツ類
22.8

マツ類
22.8

広葉樹
26.0

広葉樹
26.0

広葉樹
25.9

広葉樹
25.9

マツ類
20.1

マツ類
20.1

マツ類
2.7

マツ類
2.7

ヒノキ
17.8

ヒノキ
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針葉樹
22.5

針葉樹
22.5
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以上

以上

間伐等の手入れ
が必要な時期

間伐等の手入れ
が必要な時期

木材として利用・活用
できる時期

木材として利用・活用
できる時期

民有林齢級別構成（令和７年 4 月 1 日現在）



所有形態別森林面積及び蓄積（令和７年 4 月 1 日現在）
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対象外及び適用除外
1277ha (0.4%)

国有林 7321ha (2.1%)

国有林 118万079m3 (1.4%)

対象外及び適用除外
22万5127m3 (0.3%)

34万2198ha
京都府

8202万2879m3

注　その他とは、竹林、伐採跡地、特用樹林、未立木地、更新困難地である。
資料：林業振興課森林政策・流通係

資料：林業振興課森林政策・流通係
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○　地域森林計画対象森林の樹種別面積割合は、スギが 19.5％、ヒノキが 17.0％、マツ類が
19.9％、広葉樹が 40.1％となっています。

○　地域森林計画対象森林の蓄積量の総数は 8,080 万ｍ3 で、そのうち人工林が 4,166 万ｍ3 となっ
ており、全体で毎年 45 万ｍ3、人工林で 32 万ｍ3 近く増加しています。

○　民有林の齢級別構成は、人工林では、13 ～ 14 齢級（61 ～ 70 年生）をピークに、10 齢級（46 年生）
以上の利用期に達した面積は 82％で、人工林の活用と再造林により資源の循環利用を進めていくこと
が課題となっています。

○　下刈り、雪起こし、枝打ちや間伐などの手入れが必要とされる 7 齢級（35 年生）以下の人工林は
7％となっています。

〈面 積〉

注　齢級とは、１年生から５年生までを１齢級、６年生から10年生までを２齢級、以下同様に５年生ごとの
　まとまりを単位とする林齢の表し方である。

資料：林業振興課森林政策・流通係
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33万3600ha33万3600ha
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広葉樹
40.0

マツ類
19.9
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0.0　
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0.0　
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針葉樹
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針葉樹
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広葉樹 0.1広葉樹 0.1

針葉樹 37.8針葉樹 37.8
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スギ 0.9　ヒノキ0.3
その他針葉樹 0.3
スギ 0.9　ヒノキ0.3
その他針葉樹 0.3
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〈蓄 積〉

以上

以上

間伐等の手入れ
が必要な時期

間伐等の手入れ
が必要な時期

木材として利用・活用
できる時期

木材として利用・活用
できる時期

民有林齢級別構成（令和７年 4 月 1 日現在）




